
平成31年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

・勉強は大切なことと認識している生徒が多いと思われます。
自分へのプライド、他人の人格尊重の意識をしっかり持った生
徒が多いと思われます。
・あいさつは、よくしていると思います。
・（各種検定の監督時）学校へ行くとあいさつをしてくれる生徒
が増えたように感じました。とてもうれしいです。

・体力は生きる力の源泉でもあります。個々の生徒の限界を
押さえた上で、より厳しくご指導頂けるとよろしいかと希求しま
す。
・体力向上には運動が一番に取り上げられ、食育を忘れてし
まいがちですが、教室に貼られていた「給食の完食表彰状」を
目にした時、体の内外を考え、体力向上を目指していると思い
ました。

・先生方の一致協力が志茂中の宝です。各主任先生のリー
ダーシップのもと、教科、学年、さまざまな分掌の軸で、たゆま
ぬ研鑽を積まれているのは、すばらしいこと、であります。
・生徒のアンケートには先生方の学力指導の評価が見られる
のに、「15補習が3」は残念な結果だと思いました。

・地域の力の重要性を先生方が良くご認識されていると存じま
す。一方地域には、ＯＢＯＧ、保護者OBOGもたくさんいて、参
画への意欲ある方々も大変多く存在します。これも志茂中の
宝です。
・毎年、生徒数が増えている現状の中、特に「職場体験」の受
け入れ先には苦労されていないのかと思いました。
・生徒の行事参加など、地域としてはとても助かっています。
（まだ参加していない）生徒も一歩を踏み出して、地域に参加
してほしいと思っています。

・ボランティア活動、いつもありがとうございます。
・蒲田地区の小中学校の中では盛んな学校だと思います。活
動には先生方の協力がないとできないこともあり、大変だと思
いますが、これからも続けていただきたいと思います。

・年度末に生徒対象の生活に関する
アンケート調査を実施したが、
「No16　私は、「わたしから　あいさ
つ」をするようにしている。」の肯定的
回答は８１％だった。また、
「No18　私は、運動会、文化祭などの
学校行事に積極的に取り組んでい
る」の肯定的回答は８９％だった。さら
に、
「No21　私は、生徒会活動や委員会
活動、係の仕事などにしっかりとりく
んでいる。」の肯定的回答は、８６％
であった。
　この三種の回答の平均値は８５％
であった。

・豊かな心を育む点では、高い数値を
示しているので、さらに丁寧な指導を
心がけていきたい。
・道徳については、教科化されるの
で、推進教師中心により計画的な授
業をしていく。

・年度末に生徒対象の生活に関する
アンケート調査を実施したが、
「No22　私は、体力向上の取り組み
に進んで参加している。」の肯定的回
答は６１％だった。

・校庭改修が2ヶ月延長し12月末まで
になったので、できる範囲での計画
立案を進める。
・食育が給食指導とも絡んで完食クラ
スが多かった。引き続き意識啓発を
行う。

・年度末に生徒対象の学習に関する
アンケート調査を実施したが、
「No１１　先生は、わかりやすい授業
をしてくれている。」の肯定的回答は
８２％だった。また、
「No15　放課後や薄暮（部活動後）、
土曜日・夏休みに補習は役立ってい
る。」の肯定的回答は４３％だった。
（どちらともいえないが４２％であっ
た。）
　この二種の回答の平均値は６３％
であった。

・「補習」は部活動等で受講できない
生徒も多く「どちらともいえない」を選
んでいる。その数値４２％が反映して
の、左表の成果指標となっている。来
年度はアンケートの項目を工夫した
い。
・ICTも積極的に活用しているが、さら
に授業の理解度につながるように工
夫改善していく。

・年度末に保護者対象のアンケート
調査を実施したが、
「No21　学校では、学校行事、職場体
験、学校・地域防災や地域行事への
受入れ、花壇や図書室等の環境整備
活動などに、地域の方々の協力をい
ただいております。」の肯定的回答は
６８％だった。（よくわからないが２
６％）

・「よくわからない」２６％の方々が肯
定的か否定的かで成果の判断は異
なる。来年度はアンケートの項目を工
夫したい。
・家庭学習は上記の通り課題であり、
具体的な呼びかけを増やしていく。

・勉強は大切なことと認識している生徒が多いと思われます。
・No.9・10については、学年別の結果をみたい。
・No.8の保護者についても同様である。
・生徒・保護者ともに学校の指導について評価していると受け
止めました。これからも学力向上に向けご尽力くださるように
お願いします。
・家庭学習については、本人の意識の高さが必要だと思いま
す。やらなければいけないと思ってはいても、周りから「勉強し
なさい」と言われるとやる気が失せるもので、学校と親が協力
しながらやる気を出させていけたら、と思います。

＊参加生徒を対象とし
たアンケート調査を実
施し、活動に対する肯
定的回答の割合で判
断する。

・年度末に生徒対象の学習に関する
アンケート調査を実施したが、
「No8　私は授業中先生の話を真剣に
聞いている。」の肯定的回答は８６％
だった。また、
「No9　私は家庭学習に進んでとりく
んでいる。」の肯定的回答は６５％
だった。さらに、
「No10　私は、定期考査に向けて計
画的にしっかりと勉強している。」の
肯定的回答は、５６％であった。
　この三種の回答の平均値は６９％
であった。

・家庭学習に「進んで」が課題であり、
定期考査に向けて「計画的にしっかり
と」学習させるよう、計画表チェックだ
けでない取り組みを進めていく。
・家庭学習の冊子をもっと活用する。
・今年度の小中一貫では知徳体の
「知」で「家庭学習の充実」に取り組ん
だ。意識啓発ができたので、今後の
改善につなげる。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

本校に通学する学区域外の生徒も含めて、志
茂田校区の「小中一貫教育生活指導スタン
ダード」（み・ら・い・の・わ・た・し）を様々な活動
の中で具現化しながら指導を行い、礼節を重ん
じる態度を形成していく。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校の
きまりなどを守ろうとする意識を高める。

志茂田中校区の小中学校において、小中
の教員が連携しながら指導案を作成し、授
業公開を実施しながら授業スキルを高め、
授業改善に結びつけていく。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人
ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等
を図っている。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

オリ・パラ教育の一環として体幹・チューブト
レーニングやブラインド・サッカーを取り入れ
ると共に、保健指導を充実させ、生徒一人
一人の体力向上と健康増進を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

教員の指導
力向上、施設
の整備や講
師・支援員の
配置などの
学校サポート
体制の充実
に取り組み、
学習環境の
向上を図りま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

子ども一人ひ
とりの身体活
動量を増加さ
せて意欲や
気力の元とな
る総合的な
体力を育み
ます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

新体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

これまでの取組
今後の改善策

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの健全な
自己肯定感・
自己決定力
を高め、未来
への希望に
満ちた豊か
な人間性を
育みます。

豊
か
な
心
を
育
む

学
力
向
上

学習指導講師による補習に加え、定期試験
前や長期休業中の教科担任による授業補
習も実施し、参加を促すことによって主体的
に学習に取り組もうとする雰囲気を醸成して
いく。

成果
評価

学校関係者記入欄

各種地域行事において積極的にボランティ
ア活動に関わるよう、生徒会活動の一環と
しても生徒に働きかけ、町会や青少対等地
域との連携を強化していく。、

地域行事への参加を生徒に推奨し、その運営
をおやじの会や町会・青少対などとともに、生徒
が行う機会を設けて、地域とのつながりをさらに
深めることをめざす。

生徒が地域とのつ
ながりを深める機
会を増やします。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践す
る。

体
力
向
上

教
育
環
境
向
上

家庭学習の取組を強化していくために、
様々な場面で生徒と保護者に具体的に呼
びかけ、意識を高めていく。

・今年度、ボランティア活動は地域・
青少対などからもお誉めの言葉を
ちょうだいした。引き続き呼びかけて
さらに盛んにしていきたい。

　特
　色
取あ
組る

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、積
極的に情報を発信する。家

庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上

学校・家庭・
地域の果た
すべき役割
や責任を明ら
かにするとと
もに相互の
連携を深め、
地域とともに
子どもを育て
る仕組みをつ
くります。
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目標に対する成果指標

４：

３：

２：

１：

４：〈年度末に生徒対象の
生活に関するアンケー
ト調査を実施〉

４：自己肯定感に関す
る質問項目において、
肯定的な回答が85％
以上であった。

３：自己肯定感に関す
る質問項目において、
肯定的な回答が75％
以上であった。

２：自己肯定感に関す
る質問項目において、
肯定的な回答が60％
以上であった。

１：自己肯定感に関す
る質問項目において、
肯定的な回答が60％
未満であった。

〈年度末に生徒対象の
学習に関するアンケー
ト調査を実施〉

４：学習に対する意欲・
関心に関する質問項目
において、肯定的な回
答が85％以上であっ
た。

３：学習に対する意欲・
関心に関する質問項目
において、肯定的な回
答が75％以上であっ
た。

２：学習に対する意欲・
関心に関する質問項目
において、肯定的な回
答が60％以上であっ
た。

１：学習に対する意欲・
関心に関する質問項目
において、肯定的な回
答が60％未満であっ
た。

３：

２：

１：

４：

３：

２：

１：

４：

３：

２：

３：

２：

１：

〈年度末に保護者対象
のアンケート調査を実
施〉

４：学校に対する満足
度に関する質問項目に
おいて、肯定的な回答
が85％以上であった。

３：学校に対する満足
度に関する質問項目に
おいて、肯定的な回答
が75％以上であった。

２：学校に対する満足
度に関する質問項目に
おいて、肯定的な回答
が60％以上であった。

１：学校に対する満足
度に関する質問項目に
おいて、肯定的な回答
が60％未満であった。

〈年度末に生徒対象の
学習に関するアンケー
ト調査を実施〉

４：授業内容の理解度
に関する質問項目にお
いて、肯定的な回答が
80％以上であった。

３：授業内容の理解度
に関する質問項目にお
いて、肯定的な回答が
70％以上であった。

２：授業内容の理解度
に関する質問項目にお
いて、肯定的な回答が
50％以上であった。

１：授業内容の理解度
に関する質問項目にお
いて、肯定的な回答が
50％未満であった。

〈年度末に生徒対象の
生活に関するアンケー
ト調査を実施〉
４：健康・体力の保持･
増進についての質問項
目において、肯定的な
回答が80％以上であっ
た。

３：健康・体力の保持･
増進に関する項目にお
いて、肯定的な回答が
70％以上であった。

２：健康・体力にの保
持･増進関する項目に
おいて、肯定的な回答
が50％以上であった。

１：健康・体力にの保
持･増進関する項目に
おいて、肯定的な回答
が50％未満であった。

１：

４：

〈生徒の様子〉・校内に活気があり、様々なことに一生懸命取り組む姿勢がある。気持ちが素直な生徒が多い。 〈地域の様子〉・大きな繁華街に隣接した地域であるが、静かな落ち着

いた住宅地となっている。

・学習に対する姿勢はよいが、家庭学習など個人差が大きく得点力に結びついていない。 ・地元を愛している方がたいへん多く、所謂地域力も非常

にある。


